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報雑

社
会
法
研
究
会
報
告

1
西
独
公
勤
務
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
権
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
す
る
学
説
の
動
向
…

　
　
は
じ
め
に

　
四
独
公
劫
務
法
（
O
質
疑
g
耳
（
一
塁
O
箒
閣
三
｝
畠
窪
O
ぎ
塁
8
も
・
）
に
㍑
h

統
的
に
、
公
法
土
の
勤
務
お
よ
び
忠
誠
関
係
に
た
つ
宮
吏
（
ご
弓
＄
§
ε
）
を

」
規
律
す
る
三
宮
法
と
私
法
上
の
雇
用
契
約
関
係
に
．
た
つ
公
勤
畜
褄
川
者

（
〉
吾
①
幽
3
①
汀
⇒
窪
陣
ヨ
α
離
窪
ユ
一
〇
一
三
p
U
一
①
塁
¢
一
職
、
貝
　
（
〉
灘
ゆ
q
窪
牢
・

ご
9
）
、
労
務
者
（
〉
搬
σ
9
冨
H
）
一
を
規
．
律
す
る
労
働
法
と
に
二
．
分
さ
れ
、

両
法
は
根
本
的
に
相
契
な
る
法
域
に
属
す
る
も
の
と
把
握
さ
れ
て
き
た
。

他
方
、
　
こ
の
西
独
肩
法
制
お
よ
び
こ
れ
を
支
え
る
国
論
に
抗
し
、
　
戦
後

の
．
公
共
務
法
制
を
め
ぐ
る
社
会
的
、
　
経
済
灼
基
盤
の
変
動
を
反
映
し
た

理
論
、
　
即
ち
公
勤
蕊
法
統
　
化
の
理
論
が
ワ
イ
マ
ー
ル
お
よ
び
ナ
チ
ス

時
代
と
は
相
違
し
た
御
点
t
共
本
法
を
支
え
つ
「
自
由
で
民
．
主
的
な
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
》

的
法
治
国
家
の
理
念
一
を
基
、
礎
に
有
力
に
t
張
さ
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た

議
論
は
…
九
七
〇
年
公
勤
務
法
調
査
会
の
貨
、
限
を
促
が
し
、
同
調
窪
会
は

昨
年
の
五
月
公
勤
務
法
統
一
化
の
理
論
を
提
唱
し
た
報
占
書
（
．
．
｝
オ
ニ
。
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
｝

口
銭
滴
§
§
簡
器
陣
§
、
，
）
を
連
邦
孜
府
に
提
出
し
た
。
こ
こ
で
の
報
告
の
課

題
は
、
伝
統
的
な
．
公
所
．
務
法
｝
誰
政
策
を
前
提
に
、
官
吏
に
は
ス
ト
ラ
イ

ゆキ
権
を
否
冗
、
公
勤
務
被
用
者
に
は
こ
れ
を
．
肖
．
止
し
た
公
法
学
お
よ
び
労

働
法
学
の
支
配
説
を
批
判
し
、
こ
の
周
題
を
公
勤
務
法
の
根
幹
を
の
る
が

す
問
題
提
起
の
な
か
で
再
構
成
を
試
み
最
近
の
学
説
を
中
心
に
考
察
す
る

　
　
　
　
（
3
｝

こ
と
に
あ
る
。

　
一
、
基
本
法
（
Φ
Q
）
九
条
三
項
は
宮
吏
．
を
含
む
す
べ
て
の
被
用
者
に

対
し
て
団
結
自
由
（
＜
嬢
の
ぎ
蒔
養
α
q
ω
律
¢
ぎ
¢
…
蝕
）
を
保
睡
す
る
が
、
一
部

の
誰
を
除
い
て
ス
ト
ラ
イ
潅
の
保
障
を
含
ま
な
い
と
解
す
る
学
説
が

　
　
　
　
　
（
5
》

支
配
的
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
連
邦
宮
吏
法
（
切
ご
ロ
O
）
九
｝
条
、
官
吏

法
墓
準
法
（
剛
夷
篤
O
）
五
七
条
は
二
本
七
九
条
三
項
を
確
認
し
て
”
琶
艮
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
》

団
結
自
由
の
み
を
保
障
し
、
㌧
．
説
の
支
持
を
得
て
い
る
。
官
吏
法
⊥
、
ス

ト
ラ
イ
キ
権
に
ふ
れ
た
胆
疋
は
職
裂
代
表
法
（
勺
く
O
）
五
五
条
を
除
い
て

　
　
　
（
7
》

存
論
せ
ず
、
後
述
の
よ
う
に
判
例
、
学
魂
は
某
本
法
三
三
条
四
項
と
五
項

の
「
誠
実
義
務
晶
　
（
、
一
、
器
⊆
σ
騨
）
象
9
＃
）
、
　
「
職
業
宮
町
制
度
の
伝
来
の
諸

原
則
」
（
密
£
3
謙
”
9
富
O
讐
＆
α
q
霧
馨
N
¢
号
ω
⇔
⇔
費
二
δ
げ
勲
§
牢
葺
§
謀
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

を
根
拠
に
こ
れ
を
膏
謁
す
る
．
、
こ
の
現
行
法
の
素
描
か
ら
次
の
こ
と
が
指

摘
で
き
ょ
う
。
ワ
イ
マ
ー
ル
葱
法
…
五
九
条
を
継
受
し
た
基
本
法
九
条
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

項
「
お
よ
び
宿
吏
法
上
の
団
結
権
保
障
規
定
は
冒
更
を
も
被
用
者
と
し
て
把

握
す
ろ
の
で
あ
り
、
r
支
の
ス
ト
ラ
イ
キ
権
を
否
定
す
る
支
配
説
の
捉
え

る
γ
、
丈
像
と
の
明
ら
か
な
矛
盾
を
呈
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
支
配
説
の

根
拠
と
す
る
基
本
俵
、
二
．
…
条
四
お
よ
び
五
項
を
顧
慮
す
れ
ば
、
　
「
官
庭
の

労
働
者
性
」
（
2
・
げ
Φ
両
3
魯
ヨ
輿
¢
茜
窪
ω
o
げ
餌
津
）
も
否
定
さ
れ
団
結
権
す
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

否
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
か
っ
て
ワ
イ
マ
ー
ル

，
戦
法
時
代
、
立
法
論
と
し
て
の
み
意
義
を
も
ち
得
た
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
沁
）

授
の
並
行
の
労
働
者
性
肯
疋
繭
は
現
行
法
に
お
い
て
は
当
然
の
こ
と
ヒ
し

　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
》

て
処
理
さ
れ
て
い
る
。
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蕪雑

　
二
、
公
勤
務
被
用
者
（
職
員
、
労
務
者
）
の
ス
ト
ラ
イ
キ
権
の
保
障
は

　
（
1
2
）
　
　
（
1
3
》

判
例
、
学
説
上
肯
定
さ
れ
、
実
務
上
も
こ
の
前
提
に
た
っ
て
運
用
さ
れ
て

き
た
。
従
っ
て
議
論
の
焦
点
は
官
吏
の
そ
れ
に
つ
い
て
で
あ
る
。
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

で
官
吏
の
ス
ト
ラ
イ
キ
権
に
つ
い
て
判
例
は
形
成
さ
れ
て
い
な
い
。
支
配

的
学
説
の
論
拠
は
主
と
し
て
官
吏
関
係
が
「
公
法
的
勤
務
お
よ
び
忠
誠
関

係
」
（
0
3
中
①
づ
け
一
一
〇
プ
．
『
①
σ
プ
枠
一
一
〇
ザ
①
ω
　
一
）
一
〇
づ
ψ
梓
5
¢
⇔
像
　
　
ハ
門
同
Φ
＝
①
〈
O
H
げ
餅
一
醗
鯵
一
ω
）

　
　
　
　
（
1
5
）

で
あ
る
こ
と
と
ス
ト
ラ
イ
キ
禁
止
が
「
職
業
官
吏
制
度
の
伝
来
の
諸
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

則
」
の
内
容
で
あ
る
こ
と
の
二
点
で
あ
る
。
こ
の
支
配
説
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
わ
が
国
で
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
以
下
そ
の
問
題
点
を
指

摘
す
る
こ
と
と
す
る
。
①
私
法
上
の
雇
用
契
約
関
係
に
横
た
わ
る
「
誠
実

義
務
」
と
官
吏
関
係
の
中
心
的
指
標
た
る
「
誠
実
義
務
」
と
は
異
な
る
内

容
を
も
つ
の
か
ど
う
か
。
誠
実
義
務
と
ス
ト
ラ
イ
キ
の
調
和
的
秩
序
形
成

を
原
則
と
す
る
社
会
的
法
治
国
家
の
理
念
と
相
反
し
な
い
特
質
を
こ
の
概

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

念
に
設
定
し
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
と
く
に
等
し
く
公
行
政
に
従
事
す
る
被

用
者
た
る
職
員
と
当
局
間
で
締
結
し
た
労
働
協
約
で
官
吏
と
類
似
の
義
務

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

を
条
項
化
さ
れ
て
い
る
現
在
、
義
務
の
面
で
の
比
較
は
意
義
を
喪
失
し
、

む
し
ろ
雇
用
関
係
上
の
官
吏
の
特
権
（
例
え
ば
終
身
官
吏
の
制
度
）
を
明

確
に
す
る
こ
と
の
方
が
重
要
で
あ
る
。
②
果
し
て
官
吏
の
ス
ト
ラ
イ
キ
禁

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

止
は
官
吏
制
度
の
原
則
で
あ
る
か
の
問
題
の
検
討
の
た
め
に
官
吏
制
度
の

発
達
史
お
よ
び
基
本
法
三
三
条
五
項
の
成
立
史
を
回
顧
す
る
こ
と
は
、
こ

の
問
題
へ
の
判
例
法
の
全
く
存
在
し
な
い
現
状
で
は
重
要
な
課
題
で
あ

り
、
こ
の
際
考
慮
を
要
す
る
こ
と
は
自
由
で
民
主
的
な
社
会
的
法
治
国
家

の
理
念
（
基
本
法
秩
序
）
に
対
立
的
内
容
を
こ
の
原
則
に
算
入
し
て
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

ら
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
③
官
吏
関
係
の
公
法
的
性
格
を
基
礎
に
官
吏

の
俸
給
を
含
め
た
勤
務
条
件
が
法
律
事
項
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
官
吏
制

度
の
伝
来
の
原
則
と
し
・
ス
ト
ラ
イ
キ
禁
止
の
根
拠
を
求
め
る
見
瓢
に
つ

い
て
は
、
基
本
法
七
三
条
一
七
五
条
と
の
関
連
で
、
法
律
事
項
化
は
官
吏

の
資
格
任
用
制
の
採
用
に
よ
る
官
吏
の
平
等
待
遇
原
則
の
表
現
と
し
て
確

立
を
み
た
点
、
現
代
に
お
い
て
は
官
吏
関
係
の
法
的
規
制
は
、
社
会
国
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

的
保
障
の
前
提
的
形
式
で
あ
る
点
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
④
ス
ト

ラ
イ
キ
に
お
け
る
官
吏
と
他
の
被
用
者
と
の
法
的
不
平
等
性
を
主
張
す
る

根
拠
は
す
で
に
解
消
し
た
。
官
吏
の
終
身
雇
用
制
と
雇
用
契
約
の
解
約
告

知
義
務
を
課
し
た
従
来
の
個
人
主
義
法
的
労
働
争
議
理
論
と
の
予
盾
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
2
3
）

周
知
の
し
d
》
O
〈
8
卜
。
c
。
・
一
●
お
誤
判
決
に
よ
り
解
消
し
て
い
る
。
た

と
え
ス
ト
ラ
イ
キ
に
際
し
解
約
告
知
を
要
求
し
て
も
、
そ
れ
は
終
身
官
吏

（一

ｳ
び
①
コ
N
Φ
一
拝
　
U
d
Φ
9
ヨ
仲
Φ
）
に
の
み
妥
当
し
、
他
の
官
吏
（
し
d
＄
8
冨
”
鼠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
》

津
。
げ
ρ
惹
α
Φ
凌
二
厨
b
d
8
ヨ
什
Φ
）
に
は
採
用
し
得
な
い
論
拠
で
あ
る
。
こ

の
ほ
か
官
吏
の
ス
ト
蔵
品
定
説
に
対
し
て
は
種
々
の
問
題
が
提
出
さ
れ
て

い
る
。

　
三
、
最
近
に
至
り
否
定
説
の
批
判
的
検
討
に
た
っ
た
官
吏
の
ス
ト
ラ
イ

　
　
　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

キ
権
の
原
則
的
肯
定
説
が
有
力
に
提
称
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
各
種

　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

官
吏
団
体
の
権
利
主
張
、
連
轍
道
労
組
（
§
）
、
連
邦
郵
便
労
組
（

O
男
O
）
等
の
遵
法
闘
争
の
増
加
と
と
も
に
、
公
行
政
の
機
能
変
化
、
特
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
v

給
付
行
政
（
閃
貯
ω
。
嶺
Φ
＜
①
『
≦
巴
叶
巷
σ
q
）
の
拡
大
に
よ
る
公
勤
務
内
で
の

労
働
法
と
官
吏
法
の
接
近
、
同
化
現
象
が
重
要
な
背
景
を
な
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
職
員
、
労
務
者
を
対
象
と
し
た
労
働
協
約
に
お
け
る
官
吏
の
義
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務
と
同
一
の
茂
務
の
条
項
化
、
　
賃
金
格
差
の
解
消
、
　
社
会
保
障
の
継
続

的
発
達
に
よ
る
退
職
お
よ
び
遺
族
年
金
と
恩
給
お
よ
び
遺
族
扶
助
の
均
等

化
、
解
．
雇
制
限
法
理
の
拡
充
な
ど
を
含
む
広
範
な
領
域
に
及
び
、
極
言
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

る
と
、
官
吏
の
特
質
は
終
身
雇
用
原
則
を
残
す
の
み
と
な
る
に
至
っ
た
。

と
こ
ろ
で
凍
則
出
講
定
論
の
論
拠
を
概
観
し
て
み
よ
う
。
①
基
本
法
三
三

条
五
項
「
職
業
官
吏
制
度
の
伝
来
の
諸
原
則
」
は
そ
の
展
開
過
程
か
ら
み

て
官
吏
の
ス
ト
禁
止
政
策
を
含
む
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
解
決
は
連
邦
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

吏
法
に
委
任
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
し
か
し
政
府
法
案
（
∪
2
菊
Φ
ひ
q
・

δ
噌
§
α
q
器
曇
を
ξ
費
仁
ヨ
し
d
ゆ
ρ
お
．
一
一
．
お
銀
）
五
七
条
（
禁
止
規
定
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

は
連
邦
議
会
（
官
吏
法
委
員
会
）
で
削
除
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
官
吏
の

ス
ト
ラ
イ
キ
禁
止
は
法
制
上
の
根
拠
を
も
つ
も
の
で
は
な
く
、
現
在
的
課

題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
②
基
本
法
は
高
館
的
権
能
（
霞
。
ぴ
箪
鴇
8
7

厳
寒
）
の
行
使
を
官
吏
（
。
〉
づ
σ
q
9
曾
薦
ω
α
①
ω
窪
8
記
号
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自
己
責
任
と
命
令
権
を
有
す
る
高
権
行
政
官
吏
（
終

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
．
）

身
官
吏
）
に
の
み
妥
当
す
る
。
③
す
な
わ
ち
公
勤
務
に
お
け
る
官
吏
法
と

労
働
法
の
同
化
は
両
覇
集
団
灼
労
働
法
上
の
地
位
の
同
化
を
道
琴
く
と

す
る
法
社
会
学
灼
考
察
。
④
前
述
の
連
邦
労
働
裁
判
所
の
ス
ト
ラ
イ
キ
と

労
働
契
約
関
係
に
つ
い
て
の
判
示
は
終
身
雇
用
原
則
と
ス
ト
ラ
イ
キ
権
と

の
法
的
矛
盾
を
解
消
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
四
、
こ
の
よ
う
に
、
原
則
的
肯
定
論
は
否
定
説
の
批
判
的
検
討
に
た
っ

て
、
官
吏
と
他
の
公
勤
務
被
用
者
⑳
ス
ト
権
を
統
一
的
に
論
理
構
成
す

る
。
た
と
え
ば
官
吏
の
ス
ト
ラ
イ
キ
権
は
他
の
被
用
者
と
同
じ
く
基
本
法

二
条
の
自
然
的
行
為
の
臼
由
（
島
Φ
葛
呂
益
9
Φ
＝
言
詞
§
σ
Q
ω
邑
冨
潔
）
、

人
格
発
展
の
権
利
（
O
霧
ヵ
需
窪
p
警
急
Φ
児
斑
①
団
葺
冨
岸
§
σ
q
。
。
①
ぎ
⑦

℃
Φ
騒
〇
三
8
鉱
色
け
）
の
特
殊
形
態
と
し
て
保
障
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
同
条

の
明
記
す
る
よ
う
に
、
　
「
他
人
の
権
利
を
侵
害
し
た
り
、
　
基
本
法
秩
序

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

や
道
徳
律
に
反
し
な
い
限
度
で
」
保
障
さ
れ
る
と
す
る
。
こ
の
限
界
の
究

明
は
個
々
の
官
吏
の
（
同
様
に
他
の
公
勤
務
者
の
）
職
務
と
そ
の
停
止
に

よ
る
公
共
生
活
へ
の
影
響
と
の
個
別
的
比
較
衡
量
に
よ
り
得
ら
れ
る
と
結

　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

論
づ
け
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
官
吏
を
含
め
た
全
て
の
公
務
従
事
渚
の

ス
ト
ラ
イ
キ
権
の
行
使
に
お
い
て
は
、
そ
の
職
務
の
公
共
性
と
の
関
係
か

ら
、
具
体
的
に
、
ス
ト
ラ
イ
ギ
権
の
行
使
は
必
要
か
つ
最
少
限
の
も
の
で
あ

る
こ
と
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に
お
い
て
は
緊
急
労
働
（
Z
9
ω
冨
5
審
吋
ぴ
魯
臼
ご

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
保
安
業
務
（
肖
誉
巴
酢
ニ
コ
σ
q
の
鎚
暫
岸
Φ
桝
μ
V

の
継
続
と
い
う
三
要
件
が
課
せ
ら
れ
る
と
す
る
。

　
　
む
　
す
　
び

　
以
上
は
西
ド
イ
ツ
公
勤
務
法
制
に
お
け
る
ス
ト
権
法
理
の
考
察
に
よ

り
、
わ
が
国
の
問
題
解
決
の
技
術
的
示
唆
を
得
る
目
的
か
ら
、
社
会
法
研

究
会
（
一
九
七
三
年
四
月
）
で
行
な
っ
た
報
告
の
概
要
で
あ
る
。

ω
　
室
井
力
『
特
別
権
力
関
係
論
』
（
一
九
六
八
年
）
二
＝
二
頁
以
下
は
、

　
ヴ
ァ
ッ
ケ
の
提
唱
す
る
統
一
化
理
論
（
5
．
8
溶
℃
N
二
憎
Z
窪
α
q
Φ
露
p
葺
岬
轟 4Q（2－4・230）384



報雑

　
血
窃
じ
ロ
＄
巨
①
籠
8
算
鴇
》
O
尋
9
お
㎝
O
＼
㎝
ご
ω
・
ω
㊤
O
卑
）
の
紹
介
で
あ

　
る
。

②
　
座
談
会
「
西
ド
イ
ツ
の
立
法
と
法
学
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
四
二
号
＝

　
、
一
一
二
頁
の
塩
野
教
授
の
紹
介
。

㈲
　
西
独
公
勤
務
者
の
労
働
基
本
権
を
論
じ
た
最
近
の
論
稿
と
し
て
、
近

　
藤
「
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
公
共
労
働
」
、
　
『
公
共
労
働
の
研
究
』
季
刊

　
法
律
学
二
九
号
＝
三
二
頁
以
下
、
久
保
「
西
独
公
務
員
の
労
働
基
本
権

　
と
労
働
組
合
」
学
会
誌
労
働
法
二
七
号
一
五
九
頁
以
下
、
塩
野
「
西
ド

　
イ
ッ
公
務
員
法
制
の
現
代
的
諸
問
題
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
一
五
号
一
＝
頁

　
以
下
参
照
。

ω
　
＜
α
q
一
●
溶
。
①
＝
『
2
筥
⑦
さ
U
①
暮
ω
o
ゴ
①
ω
ω
藍
碧
巽
g
プ
計
一
⑩
も
”
ω
り
Q
o
●
㎝
ご

　
密
く
Φ
罫
℃
O
一
ゆ
二
〇
α
O
プ
Φ
「
ω
讐
Φ
一
ズ
¢
コ
鎚
ω
嘗
9
守
8
ゴ
戸
｝
N
一
⑩
㎝
ω
ω
●
①
れ
O
筆
二

　
①
㎝
ご
》
げ
魯
曾
。
多
肉
ω
零
①
郎
隼
コ
創
く
既
富
ω
望
昌
σ
e
の
『
8
ぽ
貯
儀
巽

　
ヨ
。
焦
⑦
餐
Φ
鐸
U
Φ
ヨ
O
ズ
冨
ユ
ρ
ぎ
”
Q
り
E
雷
デ
〉
げ
①
昌
脅
9
ダ
じ
d
二
3
犀
冨
僻
・

　
一
二
び
①
同
く
興
≦
巴
ε
昌
σ
q
o
。
ω
寅
碧
毎
乙
ω
o
N
陣
巴
Φ
U
①
∋
o
閃
話
江
¢
℃
一
⑩
3
．

　
ω
。
①
⑩
開
二
刈
一
●

㈲
　
＜
α
q
一
一
u
d
＞
0
2
一
≦
お
毅
ω
・
Q
。
◎
。
卜
。
脳
謀
蔭
8
閃
－
Z
一
℃
需
乙
。
ざ
　
刈
〉
¢
P

　
c
u
斜
目
＼
b
o
曽
、
一
㊤
刈
P
ω
．
㊤
一
b
◎
竃
∴
】
≦
ゆ
雛
σ
q
o
一
傷
ぐ
二
一
⑦
一
P
U
器
じ
⇔
o
嵩
嵩
巽

　
O
【
二
嵩
鳳
α
q
⑦
ω
⑦
欝
噸
一
〉
⊆
m
．
u
ご
倉
一
》
一
⑩
0
ご
〉
一
，
戸
⑩
》
5
§
＜
麟
b
の
嚇

　
O
二
毛
①
b
ω
梓
『
①
契
巴
ω
℃
o
臨
ユ
¢
o
げ
興
開
帥
ヨ
℃
h
ヨ
詳
8
鴇
》
＞
O
菊
刈
9

　
一
㊤
㎝
O
＼
㎝
ご
ω
・
お
一
融
こ
お
ω
引
Z
一
開
一
ω
o
互
〉
噌
げ
。
詳
曽
8
7
仲
℃
卜
。
》
鐸
戸
、

　
切
9
P
　
6
＄
腫
。
っ
・
二
七
こ
　
わ
が
国
に
お
け
る
紹
介
と
し
て
、
久
保

　
　
『
ド
イ
ツ
労
働
法
の
展
開
過
程
』
　
（
一
九
六
〇
年
）
一
六
七
－
八
頁
、

　
深
瀬
「
ド
イ
ツ
の
団
結
権
・
争
議
」
　
『
労
働
法
講
座
八
巻
（
上
）
』
　
（
一

　
九
五
九
年
）
【
七
八
八
頁
以
下
参
照
。

㈲
　
＜
σ
q
隔
昏
竃
”
轟
。
藝
－
餐
Φ
旦
p
鋤
O
（
ω
．
ω
卜
。
Φ
）
●

㈲
　
同
法
第
五
五
条
二
項
が
職
員
代
表
機
関
．
（
こ
の
法
律
上
官
吏
は
他
の

　
被
用
者
と
と
も
に
公
勤
務
被
用
者
と
定
義
さ
れ
同
等
待
遇
を
受
け
る
。
）

　
に
争
議
不
介
入
の
義
務
を
課
し
て
い
る
ご
と
を
根
拠
に
ス
ト
ラ
イ
キ
権

　
を
肯
定
す
る
見
解
も
…
部
存
在
す
る
が
（
O
一
①
貫
O
機
§
O
蹄
鋤
α
q
雪
α
¢
ψ

　
G
Q
窪
色
ζ
2
葺
℃
言
雛
お
Φ
。
。
噂
Q
っ
淑
。
）
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
（
Z
陣
ζ
ω
o
F

　
g
。
鋤
ρ
Q
n
●
一
念
‘
）
。

㈹
　
〈
σ
q
だ
竃
碧
σ
q
o
幽
舞
－
遷
①
剛
二
．
9
9
ρ
〉
暮
●
Φ
》
下
り
≦
ω
島
蝉

　
⊆
ρ
○
瀞
9
一
帥
9
践
蛍
①
諺
r
．
ぎ
”
切
①
暮
臼
ヨ
碧
乞
惹
）
窪
島
⑦
》
！

　
二
三
9
9
＾
ζ
9
§
今
8
ず
門
ρ
ご
d
9
署
＼
卜
。
》
一
⑩
①
P
Q
。
．
㎝
鵯
〔
α
刈
N
〕
唱

　
出
煽
g
干
2
闘
謹
）
①
a
塁
る
帥
ρ
ω
●
①
お
駿
∴
δ
①
諺
8
．
じ
⇒
＄
ヨ
冨
コ
ω
嘗
Φ
寒
り

　
一
⑩
刈
ご
ω
●
一
◎
o
O
暁
●

翻
　
く
σ
q
溜
　
閃
拶
ヨ
∋
”
O
三
内
。
巴
阿
二
〇
塁
■
β
昌
瓢
Q
Q
酢
N
¢
一
す
g
算
（
τ
門

　
ご
ご
聾
8
冨
ρ
お
刈
P
Q
Q
●
一
㊤
P

㎝
　
＜
σ
q
一
●
ω
ぎ
N
滞
剛
ヨ
Φ
ぴ
0
2
孟
昌
ゆ
q
①
（
剛
＄
＞
3
①
申
毎
『
8
茸
ω
’
一
紹
ご

　
ω
ω
ω
①
一
養
し

⑳
　
従
て
っ
す
べ
て
の
公
勤
務
者
が
組
合
員
資
格
を
有
す
る
。
官
公
労
働

　
者
組
合
の
態
様
に
つ
い
て
、
＜
σ
q
【
●
団
σ
曾
僧
O
器
勾
①
6
算
魁
⑦
ω
o
－
留
鼻
8

　
一
ド
ず
窪
U
言
口
審
ρ
ω
篇
。
。
。
久
保
、
前
掲
学
会
誌
．
一
六
九
頁
以
下
、
垢

　
野
、
前
揚
二
四
頁
の
注
圃
が
詳
し
い
。
　
　
．
　
　
　
　
　
　
・

12
@
＜
σ
q
一
●
轡
♪
O
（
G
q
①
『
棚
三
）
●
卜
。
避
㊤
●
渦
雷
。
。
（
＜
α
Q
一
●
三
霧
慧
O
ぎ
び
一
α
ぴ
40（2轡4●231） 385

・



雑報
　
0
0
巴
ω
↓
鴨
⑦
日
脚
一
∋
α
融
①
謬
置
旧
O
ぴ
Φ
コ
一
）
ε
諺
ω
ρ
的
〉
⊆
即
噂
一
り
刈
一
》
Q
Q
ω
●
卜
○
一
1

　
・
。
p
）
．

⑬
　
　
＜
σ
q
野
瓢
¢
g
犀
－
Z
卿
℃
℃
o
h
α
①
《
．
2
ゆ
餌
O
●
Q
り
。
㊤
Q
◎
ω
一
】
）
6
賞
◎
餌
9
0
・
Q
a
o
り
騨

　
一
一
一
〇
引
7
一
口
昌
O
ず
顯
］
9
¢
「
ω
肝
門
①
一
罫
一
嵩
．
溶
O
ヨ
ヨ
¢
二
日
一
¢
コ
＜
O
脱
ω
O
『
伽
q
g
昌
σ
q
ω
・

　
9
＝
樽
①
『
⇔
O
ず
嵩
一
①
『
一
昌
　
α
議
①
二
戸
瓢
0
7
‘
門
に
6
7
二
一
6
ず
O
喉
ω
一
〇
7
鉾
　
．
剛
）
（
）
＜
　
一
㊤
①
O
・

　
ω
q
◎
。
い
。
り
。
◎
l
N
㊤
り
唄
剛
）
似
⊆
ぴ
一
Φ
『
．
”
⇔
○
●
Q
o
Q
o
。
N
卜
Q
－
比
湿
●

働
　
判
決
の
電
蓄
で
否
定
説
に
与
す
る
　
じ
d
＜
①
蹴
O
．
ご
．
①
●
6
切
。
。
・

　
一
W
＜
O
下
品
（
｝
一
W
亀
●
◎
o
騨
ご
　
一
W
＞
（
｝
噛
　
一
り
．
一
．
一
〇
Φ
ト
こ
．
剛
W
＞
○
・
剛
W
自
・
　
一
ト
σ
．
一
G
◎
騒
・
、

　
限
定
的
肯
定
を
判
示
す
る
b
d
O
軍
ω
O
．
冊
㎝
曾
2
一
≦
鵠
”
δ
象
が

　
有
る
。

胴
　
　
く
α
q
一
蜘
一
≦
鋤
コ
α
q
o
江
学
〆
一
〇
ぎ
の
p
拶
O
。
申
C
一
¢
”
鋤
9
0
●
ω
．
α
ω
刈
　
（
切
刈

　
亦
φ
y
】
田
自
8
罪
・
7
二
〇
℃
①
「
鳥
⑦
蜜
．
餌
”
O
、
Q
り
．
㊤
◎
◎
O
捨
ρ
O
δ
震
・
螢
9
0
．
Q
6
ム
・

⑱
　
　
＜
σ
q
【
．
割
く
。
門
h
O
．
＝
．
①
．
　
｛
Φ
q
o
◎
（
〈
頒
阿
。
7
帯
戦
N
駕
つ
閃
恥
ヨ
ヨ
・
9
9
ρ

　
O
．
匂
n
Q
∩
6
幽
Q
◎
一
心
O
・
）

胤卿

@
く
σ
q
一
●
開
門
ヨ
∋
⇔
曽
O
．
ω
．
膳
㎝
冒
膳
曾
剛
）
麟
駕
げ
δ
メ
拶
帥
○
冒
ω
・
一
一
心
亀
●
．

．
姻
　
　
く
σ
q
一
聰
じ
口
；
コ
甑
⑦
甲
♪
5
α
q
①
ω
け
Φ
＝
け
①
＝
－
日
、
鋤
二
h
く
Φ
触
貸
騨
α
q
＜
o
∋
さ
○
も
Q
●
N
・

　
一
㊤
①
一
i
【
W
＞
8
．
」
♪
憎
叶
・
　
Q
◎
噌
　
⑩
6

⑬
　
こ
の
原
則
の
具
体
的
内
容
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
冨
き
α
q
o
己
亨

　
餐
⑦
ぎ
・
9
①
O
’
q
っ
ω
・
。
。
一
㎝
一
。
。
一
心
．
室
拝
、
前
掲
書
一
七
六
頁
以
下
参

　
照
。

．
⑳
　
　
＜
σ
q
一
．
開
手
ゴ
罫
ピ
拶
9
0
．
も
り
。
り
’
㎝
①
一
一
一
⑩
●

「
⑳
　
　
＜
α
q
「
．
O
雰
（
y
し
り
鷲
。
評
げ
簿
¢
ご
一
ゆ
q
ρ
一
コ
σ
q
一
）
憎
ぞ
鋤
㌶
①
0
7
二
幽
0
7
σ
¢
ω
0
7
似
P
γ

　
瞬
θ
①
「
じ
ロ
¢
即
§
門
⑦
N
・
ぐ
＜
＜
～
N
暁
筍
ご
菊
一
Φ
伊
㎝
．
G
∩
。
b
◇
b
の
ρ
一
〇
ω
①
℃
州
累
①
一
自
陰
0
5

「

　
O
魯
℃
o
隙
瓢
。
D
o
7
Φ
も
a
山
窟
ぎ
ト
。
〉
⊆
即
お
㎝
り
・
Q
n
」
ご
障
彗
7
①
「
¢
・
り
り
酔
h
①
芽

　
震
。
α
〈
窪
㌶
総
毎
り
ひ
q
◎
お
①
P
ω
」
ω
㊤
跨
●
申
じ
d
賊
。
×
。
勾
謡
9
¢
『
の
．
〉
噌
げ
似
冨
・

　
惹
旦
）
碕
g
寓
．
国
ぎ
臨
き
ユ
g
。
げ
h
気
丈
。
℃
舜
×
ジ
お
0
9
射
り
．
①
刈
・

　
（
〈
α
Q
一
．
三
窪
讐
π
鋤
ヨ
ヨ
糟
目
土
ρ
ω
・
斜
Q
◎
ゆ
お
・
〉
コ
ヨ
●
Q
。
O
ー
ヨ
・
）

鋤
　
　
く
σ
q
脚
●
完
鎚
斎
日
廟
ロ
鎚
O
．
ω
●
㎝
ト
の
●

酬
こ
の
大
法
廷
決
定
に
つ
い
て
は
・
す
で
に
わ
が
国
で
紹
介
さ
れ
て
い

　
る
。
久
保
、
前
掲
書
一
八
八
頁
以
下
、
西
谷
「
ド
イ
ツ
争
議
権
理
論
史

　
に
関
す
る
一
考
察
」
　
（
上
）
法
学
論
叢
八
七
巻
二
号
二
五
頁
以
下
、
菅

　
野
「
違
法
争
議
行
為
に
お
け
る
団
体
責
任
と
個
人
責
任
」
謝
　
法
学
協

　
会
雑
誌
八
八
巻
四
号
七
八
頁
以
下
参
照
。

舳
　
　
く
α
q
一
●
開
拶
ヨ
ヨ
噌
餌
9
」
○
●
o
ね
Q
り
・
口
O
一
一
一
ω
．

馴
＜
σ
q
一
・
し
。
。
a
卿
×
」
）
霧
。
。
冨
一
ζ
彗
こ
窪
＝
d
¢
主
張
し
㊤
卜
。
卜
。
噸
。
。
ω
●
誤

　
一
算
終
瓢
。
禦
§
”
p
¢
ご
＄
讐
審
葺
ニ
ヨ
⊆
⇒
廷
q
Q
嘗
。
夷
．
＞
O
幻
⑩
一
（
一
⑩
Φ
O
）
・

　
ω
ω
．
一
Q
o
ω
一
一
Q
Q
曾
7
討
5
N
①
r
　
O
嗣
¢
の
嘗
ロ
ズ
θ
；
脱
¢
＝
⑦
　
U
一
ω
o
機
α
Q
簿
露
一
N
拶
江
0
5

　
島
①
ω
α
常
。
食
け
凱
0
7
0
コ
O
τ
嵩
馨
¢
ω
二
幅
o
R
ゆ
二
つ
創
¢
巽
①
℃
ζ
σ
ニ
ズ
・
O
O
＜

　
お
の
⑩
、
q
り
◎
り
●
縁
ω
・
～
㎝
鱒
①
哨
；
㊤
o
コ
N
帽
¢
q
⑦
9
舞
密
昌
く
巽
7
笹
酔
コ
一
ω
戸
5
二
〉
円
げ
蝕
門
？

　
く
。
『
7
笹
魯
昌
一
少
　
6
①
⑩
・
o
り
Q
り
・
一
ひ
Q
c
◎
－
一
十
N
　
剛
ん
螢
ヨ
ヨ
’
簿
帥
O
．
ω
ω
撃
這
O
一
－

　
μ
①
ρ
O
似
露
σ
帯
さ
9
拶
○
●
ω
6
b
O
ω
O
・
卜
。
ω
一
．

⑳
　
　
一
九
六
二
年
の
税
務
官
吏
同
盟
の
大
会
決
議
、
六
三
年
の
郵
便
労
組

　
　
の
ロ
d
b
d
O
改
正
要
求
決
議
。
　
エ
。
ゑ
ヨ
塁
．
鋤
勢
○
．
器
・
一
命
…
・
一
鳶
．

節
、
官
吏
組
会
に
よ
る
怠
業
的
争
議
手
段
の
増
加
に
つ
い
て
　
湾
鐵
§
導
吻

　
餌
①
○
●
q
り
Q
Q
●
一
〇
①
－
｛
O
檜
㎞
）
9
3
¢
σ
一
⑦
r
拶
9
0
鴨
o
Q
Q
り
．
劇
一
㎝
●

、
脚
　
高
田
「
ド
イ
ツ
的
給
付
行
政
論
の
問
題
性
」
法
社
会
学
会
誌
二
一
号

40（2－4・232）386



報雑

　
五
〇
頁
以
下
参
照
。

29

@
両
法
域
の
同
化
現
象
を
詳
細
に
研
究
し
た
も
の
に
じ
む
窪
N
b
鉛
O
・

　
ω
ω
』
O
一
お
評
O
鋤
ζ
ぴ
δ
『
．
露
9
0
の
Q
∩
ω
，
卜
Q
一
学
一
N
N
①
●

㈹
　
＜
伽
q
野
閃
9
ヨ
ヨ
鴇
鋤
9
ρ
O
・
も
り
Q
り
●
a
一
お
邑

鋤
　
室
井
、
前
掲
書
一
八
七
一
八
頁
、
　
菊
餌
ヨ
ヨ
9
9
四
〇
．
o
っ
・
念
・

働
　
く
σ
q
圏
．
涛
鶉
。
ヨ
ヨ
’
螢
①
O
．
Q
り
Q
っ
．
お
－
i
g
。
一
●
こ
の
論
理
は
肯
定
説
と
は
対

　
極
的
な
ニ
キ
ッ
シ
ュ
（
ツ
咽
即
犀
一
ω
0
7
．
　
P
鋤
　
（
）
’
　
Q
り
．
一
恥
匂
。
）
、
ヴ
ァ
ッ
ケ

　
（
♂
＜
8
”
ρ
O
「
¢
嵩
議
ゴ
晦
。
コ
（
剛
①
ω
O
題
⑦
三
＝
6
7
¢
コ
O
δ
昌
o
D
嘗
8
葺
ω
9
お
q
n
刈
u

　
Q
り
・
。
。
。
。
ゑ
．
）
の
説
と
し
て
、
官
吏
の
ス
ト
権
を
否
定
説
の
論
拠
と
は
異
な

　
つ
た
観
．
点
で
否
定
し
公
勤
務
者
全
体
に
つ
い
て
統
一
的
に
解
す
る
考
え

　
方
を
導
び
く
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

㈱
注
⑳
参
照
。

磁
　
菊
斜
ヨ
ヨ
“
餌
餌
O
・
Q
っ
ω
●
這
O
一
一
①
O
は
官
吏
の
ス
ト
権
の
限
界
を
e

　
U
帯
剛
ん
g
7
酋
＄
口
α
¢
『
¢
触
ω
U
剛
①
＜
¢
「
審
ω
ω
⊆
コ
σ
q
ω
ヨ
似
切
碍
o
O
「
二
欝
ニ
コ
σ
q

　
国
0
9
ω
ω
一
詳
Φ
コ
α
q
①
ω
o
冨
の
三
点
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
。

㈹
　
U
讐
』
黛
⑦
メ
”
鋤
O
，
竃
Q
◎
・
　
〔
↓
①
ω
讐
鋤
二
薦
①
N
⊆
舞
ヨ
ヨ
¢
コ
診
ω
。
。
二
諮
ひ
q

　
ユ
鑑
国
円
ぴ
q
⑦
び
巳
ω
駕
只
酬
髄
ζ
h
念
。
¢
ヨ
N
⑦
ぎ
。
嵩
N
ヨ
。
間
ひ
q
㊦
α
藷
窪
一
ζ
詳
8

　
凱
0
7
0
昌
冒
①
霧
密
ω
（
Q
り
Q
り
。
卜
⇔
ω
O
－
N
幽
一
）
〕
●
が
一
つ
の
試
論
と
し
て
興

　
味
深
い
。
　
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
公
的
雇
用
は
、
国
民
の
生
活
配
慮

　
（
O
鋤
ω
①
ぎ
ω
＜
o
拳
O
【
α
q
①
）
の
領
域
臣
給
付
行
政
部
門
、
侵
害
行
政
部
門

　
お
よ
び
権
力
行
政
部
，
門
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
そ
し
て
個
別
的
に
、

　
公
益
事
曲
菜
、
轟
父
通
、
郵
．
便
、
教
～
職
、
大
学
酬
教
職
…
・
、
晶
矯
院
、
細
報
叫
廻
、
　
｝
般
権

　
力
行
政
、
司
法
、
警
察
、
消
防
、
財
政
の
一
二
の
部
門
に
区
別
さ
れ
、

そ
こ
で
の
ス
ト
ラ
イ
キ
権
の
行
使
の
限
界
が
個
別
的
に
検
討
さ
れ
て
い

る
。
機
会
を
得
て
紹
介
し
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
藤
勝
喜
　
九
州
大
学
大
学
院
博
⊥
課
程
）

40（2－4●233）387


